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本  日  の  卓   話 

 ８月 ８日 （水） 
「家族花火例会」 

  奉仕プロジェクト・クラブ管理委員会 
 

例 会 記 録 
第２３３９回例会 ８月 １日（水）晴 
●ロータリーソング「手に手つないで」斉唱  
 
※８月会員誕生     河原崎 
※８月配偶者誕生    簡 百合子、朱 ちさ子 
 
 

会 長 の 時 間      坂井正純会長 
 早いもので、会長就任１ヶ月が過ぎ、残りもわず

か１１ヶ月です。 

ここで朗報を一つ、皆様もすでに承知のこととは

思いますが、高校野球の全国大会に、この度大森会

員経営の智弁学園が、奈良、和歌山両県とも代表に

決定されました。誠におめでとうございます。甲子

園での活躍を祈っております。 

 今月は、会員増強月間です。我クラブは２年後に

５０周年を迎えるにあたり、会員増強は最も重要な

問題です。何故増強が重要かと申しますと、クラブ

が効果的に機能するためには、会員は絶対必要です。   

国際社会、地域社会での奉仕、ロータリー財団へ

の支援、又、クラブレベルを超えて、奉仕活動が可

能な指導者を養成することは、クラブ会員基盤の充 

 

 

出 席 報 告 
第２３３９回例会 前々回 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率

２７(６) 16 5 76.19 ％ 4  80.95 ％
 

 
       坂井会長・長澤幹事 

 
実と規模が重要な要素であるからです。 
現在、我クラブでは、会員組織委員会での会員増

強だけでなく、特別委員会として、５０周年準備増

強委員会を立ち上げ、クラブ全体で力を注いでいま

す。  

今後とも候補者の推薦等、増強に関する協力をな

お一層お願い致します。 

 

幹 事 報 告     長澤利治幹事 
１、 ＲＩ及び２６６０地区連絡事項 
 １）2007～08 年度ガバナー補佐エレクト委嘱の
お知らせ 

 ２）クラブ会長意見交換会の案内（30 名未満の
クラブのみ）９／15（土） 於：Ｇ事務所 



 ３）ﾛｰﾀﾘｰの友８月号推奨記事と関連事項の紹介  
 ４）2007～08年度地区委員会活動計画書 10部 
 ５）全国統一アクトの日（地区行事）の案内  

9/8（土）：高槻市摂津峡青少年キャンプ場 
9/9（日）：高槻現代劇場 

 ６）地区会員増強セミナーの案内  
９／１（土） 於：天満研修センター  

 ７）クラブ国際奉仕・青少年交換委員長会議、来

日・帰国学生報告会及び歓迎会の案内  
    ８／２５（土） 於：フェイセス月華殿     
 ８）「麻薬・覚せい剤乱用防止センター」ニュー

スレター第 75号となにわエコウェーブ 
２、茨木市、他ＲＣよりの依頼事項 
１) 千里 RCより 35周年記念事業≪大学ってど
んなとこ？≫に参加の案内（再度）８／５ 

３、理事会 その他 
８月 8日：弁天さんへ移動例会  
１３日：商工会議所休館日 
１５日：定款により休会 

 
第２回理事会報告（８月１日開催） 

 １）９月度プログラムの件        承認 

２）インドネシアＷＣＳ活動計画の件   承認 

①盲目児教育を行う学校へ、目の見えない人

専用のコンピュターの寄贈（2,000ドル） 

②聾学校へ通う貧困家庭の難聴生徒へ補聴器

の寄贈（2,500ドル） 

③ヤンアピ村バンジャペナガ地区、雨水生活者

へ簡易上水汲み上げ貯留施設を寄贈（2,000

ドル） 

３）９月の台北西北ＲＣ周年記念については、国 

際奉仕委員会で決めてもらう 

４）会員名簿の変更について       承認 

５）その他 

   事務局お盆休暇 8／15・16（水・木） 承認 

 

 

委 員 会 報 告 

青少年・ＲＡ小委員会     担当 笠原隆之助 

ＲＡＣのフェスティバル出店の報告 

 ビールの売上げが２５万円位で、うちＲＡの純益

が１５万円位とか。概算ですが正確には、ＲＡＣか

ら報告があると思います。茨木西クラブの場所を、

半分お借りしたわけですが、お礼等、ちゃんと考え

ているようで安心しました。ご協力ありがとうござ

いました 

 

米山記念奨学会寄付報告 

 笠原会員、吉田会員より寄付をいただきました 

      本日計     ３０，０００円 

      本日までの合計 ５０，０００円 

 

ロータリー財団寄付報告 

 吉田会員より寄付をいただきました 

      本日計 １０，０００円（８１ドル） 

 

卓  話 

「会員増強月間（会員５０人クラブを目指して）」    

会員増強小委員会  担当 朱 明義 

８月は会員増強月間です。ロータリークラブが機

能するためには一定規模の会員数が必要です。しか

し、残念ながら日本では会員数が減少を続けている

ようで、ロータリーの友８月号でもその現状のデー

タを示し、問題提起しています。その中でも現在で

は会員数２１～４０人のクラブが最も多いようで、

当茨木ＲＣもこの中に含まれます。 
茨木ＲＣでの最近の会員数の推移を見てみます

と、２００５年度末の２００６年６月では新入会３

名、退会５名で会員数２８名、２００６年度末の２

００７年６月でも、新入会３名、退会５名で会員数

２６名と、残念ながら漸減しています。２００７年

７月に新入会１名がありましたので、現在の会員数

は２７名です。 
茨木ＲＣは３年後に創立５０周年を迎えます。会

員増強は坂井会長の方針でも最重要課題です。今年

は野田理事と小生が会員増強担当になっています。

創立５０周年という節目を迎えるにあたって、会員

５０人のクラブを目指して会員増強に取り組む所

存です。とりあえず今年度の会員増強数の目標を１

０名とします。 
会員増強の具体的な方法は、昨年の笠原担当委員

長が作成された新入会員未勧誘リストから始めた

いと考えています。さらに会員勧誘に当たっては、

まず、会員の知己の方々、茨木の企業、専門職務や

同業者団体、商工会議所、元ローターアクターなど 
から勧誘者リストを広げていきたいと思います。各

会員がそれぞれ１名を勧誘していただき、入会され 
れば、それだけで５０人クラブが達成できます。会

員の皆様方のご協力よろしくお願いします。 
会員増強で大切なこととして、新入会はもちろん

ですが、退会をいかに防止するかということがあり 
ます。茨木ＲＣでも前述のとおり、過去２年間、

退会数が入会数を上回っています。退会の理由の分

析をすることによって、退会数を減らす対策を講じ 



  
 
なければなりません。そのためには、茨木ＲＣの

会員全員がクラブの基本である例会について、その

出席を義務だけではなく、これまで以上に楽しめる

有意義な会合になるべく創意工夫し、茨木ＲＣをよ

り魅力的なクラブにすることにより、自ずと道は開

けていくのではないでしょうか？ 
 

 

ニ コ ニ コ 箱 

※配偶者誕生を記念             簡、朱 
※大森様おめでとうございます。甲子園でのご活躍を

祈ります                  秋山 
※智弁学園奈良、和歌山の甲子園出場を祝して 樋口 
※会長、私の一番必要なものを頂き奥様によろしく。

大森様甲子園出場おめでとうございます     久保 
※智弁の決勝、テレビで応援してました。おめでとう

ございます                   倉内 
※会長の奥様より手作りの扇子を頂いて      長澤 
※智辯学園、智辯和歌山両校揃って甲子園へ    大森 
※智弁学園（奈良、和歌山）甲子園出場おめでとうご

ざいます          掛谷 中西、野田、坂井 
※会員増強よろしくお願いします         朱 
※カラオケ昇段で昇段致しました         多田 
※久保会員有難うございました。大森会員甲子園 
 出場おめでとうございます           戸川 
  

本日計 ５２，０００円  
累  計２３０，９５０円 

 

次 回 卓 話 

「新入会員自己紹介」 

            西條壽一会員 

 
 
 


